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会社概要

環境エネルギー1号投資事業有限責任組合
（35.0億）
投資先数：18社

EEIクリーンテック投資事業有限責任組合
（60.7億円）
投資先数：39社

EEIスマートエナジー投資事業有限責任組合 
（96.5億円）
投資先数：40社

EEI4号イノベーション＆インパクト投資事業
有限責任組合（152億円）
投資先数：39社

2007年9月設立

2011年9月設立

2015年4月設立

2018年6月設立

EEI5号イノベーション＆インパクト投資
事業有限責任組合（300億円）
投資先：34社（2024年12月時点）

2022年9月設立

2006 2010 2015 2020 2025 2030

合計で約650億円のファンド運用実績

会社概要

社名 株式会社環境エネルギー投資
代表 河村 修一郎
設立日 2006年3月3日
役職員数 22名

当該分野に精通し運用実績を有するキャピタリス
トの総合力によりファンドを運用。一貫して投資
リターン＆環境・社会的インパクトを創出。

脱炭素社会の実現へ向けて飛躍が期待される次世代
のエネルギー領域やモビリティ＆物流領域を中心に、
先鋭化する社会・環境課題解決に寄与する有望な事
業モデルやテクノロジーを有するスタートアップへ
の投資を実行。

EEI Booster Fund
（基幹ファンドの
成長軌道に乗った投資先を対象）

2024年7月設立

環境エネルギー・モビリティ分野に特化した
日本で唯一の独立系ベンチャーキャピタル
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EEIのミッションと活動

Sustainability
through
Innovation and
Entrepreneurship

Investment
脱炭素を中心とした環境・社会課題に対して先見
性をもって取り組み、新しい事業の創造と革新的
なイノベーションを起こすスタートアップへ投資

Growth
& Impact

インパクトの創出を通じて高い成長性を目指す投
資先に対し、事業・インパクト戦略の策定と実行
をサポート

Ecosystem
領域特化型VCのパイオニアとして、業界や国内
外のネットワークを活用し、環境・エネルギー課
題に取り組むスタートアップエコシステムを構築

Global
グローバル課題に対し、日本の市場から世界にイ
ンパクトを与えるポテンシャルを持つスタート
アップを創出

自らも起業家精神を持ち、新しい事業の創造と革新的な
イノベーションを起こすスタートアップに対する投資・
支援を通じて、持続可能な社会の実現を目指します。
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5号ファンド4号ファンド3号ファンド1号ファンド・2号ファンド

再エネの開発・運営

メガソーラーの開発

2015 20182007 2011 2022

オンサイトPPA オフサイトPPA

エネマネ＆PPA

省エネ＆エネルギー
マネジメント

法人向けオンサイトPPA 家庭向けオンサイトPPA

再エネファイナンス

主に低圧向け太陽光開発

非FIT再エネ発電所の運営、
コーポレートPPA

EV

EVバスの開発 EV物流車の開発 小型EVの開発

次世代エネルギー

太陽光
セカンダリー

既存太陽光セカンダリー＆リパワリング

スタートアップへの投資を通じて新産業の創出に貢献：1号-5号ファンド投資先事例

地熱発電所の運営 アンモニア生成技術

電力自由化

マンション一括受電

2024年IPO

2020年＆2023年
トレードセール

2019年IPO

森林からのカーボン
クレジットの創出

農業由来のカーボン
クレジットの創出

2017年IPO

2018年&2023年
トレードセール

CO2排出量の見える化

フードテック

特殊冷凍テクノロジー

インパクト測定・マネジメントを開始(70社以上)

創業当初より、エネルギーの構造転換を中心に時代の半歩先を見据えたテクノロジーやビジネスモデルの創出や投資を通じて新産業の
創出に貢献してきました。

moreパワー

カーボンマネジメント

膜技術によるカー
ボンキャプチャ―

自動運転

自動運転による
幹線物流
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省エネ・
エネルギーマネジメント

カーボン
マネジメント

サーキュラー
エコノミー

フード＆アグリ

スマートインフラ

物流DX

次世代モビリティ
サービス

EVインフラ

EV

脱炭素
ソリューション

再生可能
エネルギー

エネルギー貯蔵

EEIの3つの重点投資領域

脱炭素を中心とした環境・社会課題に取り組むスタートアップへ投資し、事業成長とインパクト創出を支援しています。

脱炭素社会実現に向けたエネルギーの構造転換
• 脱炭素社会の実現へ向けて飛躍が期待される
次世代エネルギービジネス

• エネルギー安定供給や生活インフラを支える新たな
ビジネスモデルや技術

輸送関連セクターのCO2排出削減と社会課題解決
• 蓄電池・EV等、モビリティ―に関する
新しいインフラのイノベーション

• 過疎化や人手不足が進む地域社会への
モビリティ―ソリューション

環境変化や資源不足に対応するための社会の
スマート化と持続可能な基盤づくり
• 循環型社会、人的・自然資源の有効活用を促進し、

持続可能な社会を実現するデジタル技術やビジネスモデル
• 気候変動への緩和・適応に有効な技術

■Energy Transition

■Mobility & Transportation

■Smart Society
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EXIT

IPO

EEI４号ファンドのポートフォリオ

スマートリモコン
によるを基点に
電力事業へ展開

分散電源エネマネ

非FIT再エネ開発、
生グリーン電力供給

地熱発電所の運営

光トランシーバ内素子の開発・
製造。電力消費を大幅削減

CO2排出量管理

デジタルフォワーダー

月極駐車場のDX

インターネットでの
自動車販売

空飛ぶクルマの開発

物流のラストワンマイルのDX

車載型バイナリー発電

スマートホーム スマートインフラ/モニタリング

コミュニケーション
ロボットの開発

スマートホーム
向けUI/UXの開発

ドローンによる屋根点検

計器類の点検の自動化
SDGsの見える化

生分解性プラス
チックの開発

SDGs 食・ヘルスケア

レジリエンス 雇用・働き方

環境

法定点検のDX

副業プラット
フォーム

プロ人材との
マッチング

寝かせ玄米の
製造・販売

レーダーによる
高齢者見守り

SAR衛星データの解析

MaaSやDXによるエ
リアマネジメント

高解像度イメージ
センサの開発

再エネの開発、EPC/O&M

自家消費型太陽光の提供

EV充電プラットフォーム

EV充電器の製造・
サービス提供

EV物流車の開発・販売

セル単位の制御が
可能なBMSを開発

食事解析AIによる
健康管理アプリ

マイボトル
アプリ

Smart Society

HRオートメーション

SAR衛星ソリューション

EVバスの開発・販売

スペースデブリの除去

シェアサイクル事業

Energy Transition Mobility & Transportation
※2025年9月時点

投資社数：39社

EXIT

EXIT/IPO：7社

EEI 4号
EXIT

IPO

IPO

EXIT

出資約束金額：
152億円

IPO
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EEI 5号ファンドの投資実績とポートフォリオ ※2025年9月時点 投資社数：41社
Energy Transition Mobility & Transportation

Impact Management

Circular EconomyFood

EVマネジメント

森林からのカーボン
クレジットの創出

小型EVの開発

カーボンクレジット
プラットフォーム

既存太陽光セカン
ダリー仲介

アンモニア生成技術
換気制御通じた空調
効率化による省エネ

農業由来のカーボン
クレジットの創出

カーボンクレジット
プラットフォーム

特殊冷凍
テクノロジー 藻類を活用したレ

アメタル回収

「iBuyer」×リ
ノベーション

過疎地域におけるAIオンデ
マンド配車システム

CO2レスのラストワ
ンマイル配送

自動運転トラック
による幹線輸送

コーヒー生豆の
オンラインプラッ

トフォーム

インパクト投資プラッ
トフォーム

電界結合方式による
無線給電

高性能次世代電線
の開発

低電力・高効率処理を可能
にするイベントセンサー向け

ソフトウェア

moreパワー

既存太陽光セカンダ
リー＆リパワリング

低温帯の
未利用熱
発電技術電池製造・開発に関

わる問題解決支援
電池製造プロセスに関
わるイノベーション

光合成細菌を用いた
CO2/N2の固定、資源化 中性子線を用い

た品種改良技術

農業用自律走行
ロボットの開発

解体工事のDX

複合プラスチック
のリサイクル技術

越境ECにお
けるReverse 
Logistics

Carbon Management

複合素材の開発

航空分野における
運行を最適化

膜技術によるカー
ボンキャプチャ― プラントベース

フードの開発

荷主と運送会社の
マッチングと物流DX

ワイヤレス給電

船舶の電動化

再エネ事業の開発、コーポ
レートPPAによる電力供給

集合住宅向けEV
充電設備を展開

インフラ点検向け多関
節ロボットを開発

Industrial Innovation

小型ラマンセンサー
の開発・材料開発

支援
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インパクト投資の手法
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投資先による社会課題解決

家庭向け自家消費型太陽
光供給サービス

再エネ発電量の増加 CO2排出量の削減

非FIT太陽光による太陽光
コーポレートPPA

CO2排出量の見える化ク
ラウドサービスの提供

カーボンクレジットの創出

CO2排出量の削減

持続可能性報告書
の発行によるCO2排
出削減の促進

サプライチェーンの
CO2排出量の把握

事業内容 Output Outcome

Energy Transition

CO2排出のオフセット

CO2削減のためのソ
リューションの提供

水田の中干しによるメタ
ン発生の抑制

Impact
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投資先による社会課題解決

事業内容 Outcome Impact

EV物流車の開発・提供 EVの普及。内燃機関

車対比でエネルギー
効率を改善EVバスなどEV商用車の開

発・提供

CO2排出量の削減

EV充電器の開発・提供

空飛ぶクルマの開発

Mobility & 
Transportation 

Smart Society 健康的で高品質な植物性
商品の提供

植物性食品の普及

自社開発の特殊冷凍機で
高品質な食材を提供

計画生産が可能となり
フードロスの削減に貢献

Output

フードロスの削減

植物性食品の提供

フードロスを削減し、高
品質な日本の食材を
世界を提供
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CO2排出削減量
(t-CO2)

再生可能
エネルギー発電量

（GWh）

2023年12月末 期待インパクト

1,208（GWh）

83,357（t-CO2）

87（GWh）

インパクト指標

CO2

259（GWh）78（GWh）

SDGs2024年12月末

145,141（t-CO2）
（前期比：174 %）

1,000万（t-CO2）

191（GWh）
（前期比：220%）

88（GMh）
（前期比: 112%）

インパクト達成状況および期待インパクト（以下一例）
実績

省エネ量（MWh）

・
・
・
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今期のインパクト達成状況：投資先の事業成長とともにインパクトの創出量が拡大

CO2排出削減量** 

145,141（t-CO2）

83,357（t-CO2）

2023年 2024年 期待インパクト

再生可能エネルギー発電量

2023年 2024年 期待インパクト

191（GWh）

87（GWh）

×1.7

×2.2

1,000万（t-CO2）

1,208（GWh）

投資先による主なインパクト指標であるCO2排出削減量、再生可能エネルギー発電量共にインパクト創出量*が拡大しています。

*EEI 4号、5号、Booster Fundの累計値。**CO2排出削減量、カーボンクレジット創出量、CO2固定量の合計値
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環境エネルギー投資（EEI）のインパクト投資
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EEIのインパクト投資による貢献
スタートアップ投資・支援を通じた持続可能な社会への貢献

脱炭素社会の実現等
持続可能な社会の構築

エコシステムの構築や呼び水効果による
環境・社会課題に取り組むスタートアップへの資金の増加

投資先が事業成長と
ともにインパクトを創出

経験のある投資経験者、
  業界の知見やノウハウ

環境・エネルギーを中心
とした投資分野に
おけるネットワーク

スタートアップの成長に
必要なリスクマネー

事業成長、インパクト
実践、Exitの支援

CO2 CO2排出削減

再エネ発電

省エネ

持続可能性に関する開示

プラスチック削減

バッテリーのリサイクル

フードロス削減

EEIによる投資 投資先の事業成長とインパクト創出
EEIによる支援

持続可能な環境・社会への貢献

＜インパクト創出例*＞

半歩先の大きな課題と市場を見据え、成長が期待できる投資先を特定、投資します。当社がリスクマネーを提供し事業成長を支えること
が呼び水効果となり、当分野へのエコシステムや投資の拡大に貢献、投資先の事業を通じて持続可能な社会の構築を目指しています。

*主要なインパクトKPIを抜粋
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投資先の事業成長とインパクト創出の支援
• リスクマネーの供給
• 当該領域へのリスクマネーの呼び水効果
• インパクト創出に向けた取り組みおよび人材の確保や事業連

携の支援
• 当該領域におけるエコシステムの構築

EEIの投資先への貢献

環境・社会課題へのソリューション提供による事業成長

投資先によるインパクト創出

• ピュアなパーパスが魅力的な人材と成長資金を惹きつけ、
事業成長を加速。

• 先見性を持って事業に取り組むことで、スケーラビリティのある
インパクトの創出を狙い、高い事業成長性を発揮。

スタートアップ

事業連携機会
（大企業・スタートアップ）魅力的な人材 成長資金

高いインパクト志向
High Intentionality/Will

High Scalability

EEI’s 
target

低いインパクト志向
Low Intentionality/Will

Low Scalability

投資 成長支援

EEIの投資するスタートアップ
・高いインパクト志向を持つ
・環境・社会課題に対して大きな
インパクト創出を目指す
・スピード感と高い成長性がある

高いインパクト志向を持ち、スピード感を持って大きなインパクトの創出と高い成長性が期待できるスタートアップに対して投資・
成長支援をしています。

EEIのインパクト投資：課題解決への意志を持ってスケールアップを目指す
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投資フローと成長支援

インパクトKPI及びESGの達成状況を投資実行時に投資委員会にて評価し、投資後は定期的にモニタリングを実施しています。
• 投資時に投資先が創出するインパクトを訂正・定量的に把握し、ESG体制の現時点を把握。会社の成長段階に対して、イン

パクト創出の拡大とESG体制の改善を支援。インパクト・ESGと事業成長は相互に関連するため、双方向の支援を実施。

ソーシング・DD 投資実行 モニタリング
（成長支援） エグジット

• ESGの達成状況と体制を確認
• アーリーステージの場合は将来
のESGへの貢献度を把握

• インパクト志向：事業による社
会・環境課題解決への意図と具
体的解決策を確認

• 課題とソリューションのアライ
ンメントを確認

• ESGの各項目に関して指標を設
定し、定量評価を実施

• 事業成長に向けた改善点を明確
化

• 投資先が目指す「インパクト
KPI」と「期待インパクト」を
SDGsの17項目を参考に数値化
し、設定

• 将来のIPOやM&Aに向けて、達
成状況を確認

• ESG指標の改善がステージに比
較して遅れている場合は改善策
を講じる

• 成長プロセスごとにインパクト
創出のモニタリングを定期的に
実施

• IMMをサポートし、事業成長と
インパクトの創出を後押し

• 個別案件及びファンド全体の
ESG体制／インパクトKPI達成
状況を評価

• インパクト創出の継続可能性
の把握と支援

インパクト創出と事業成長が両
輪で達成しているかPDCAサイ

クルをまわして改善

ESG
評価

インパクト
評価

• 市場性、成長可能性等の評価
• 技術、サービス、製品、ビジネ
スモデル等の優位性を検討

• チームやガバナンス、財務リ
ターン評価

• 起業家・チームの将来の成長戦
略、事業KPIの確認

• 戦略に応じた資本政策・ファイ
ナンス戦略のディスカッション
と合意

• 取締役会等を通じた適切なタイ
ミングでの経営支援

• 戦略、財務、顧客や人材獲得、
資本アクセスなど多面的な成長
支援を実施

事業
評価

• 成長に応じた体制、人材確保、
エクイティストーリー等の支援

• 買収先の発掘等、成長維持に必
要な支援
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インパクト投資エコシステムへの参画と貢献

当社は、国内唯一の環境・エネルギーに特化したＶＣファンドのみならず、EEI5号は国内最大のインパクトVC投資ファンドとして、
グローバルな各種イニシアティブに参加し、インパクト投資の実践・洗練と市場拡大への貢献しています。

• グローバルなインパクトVCで構成される
Impact Capital Managers（ICM）に日本
の企業で初めて加入し(2020年)、グローバ
ルなインパクトVCと定期的に情報交換。

• Impact Frontiersによるインパクトレポー
ティングのパイロットプログラムに参加。

• 将来のGHG削減インパクトを推計するた
めのフレームワークやツールを構築する
Project Frameのプロジェクトに参画。

インパクト投資の先駆事例等から学び、
グローバルな潮流に沿った実践

• 2022年に金融業界を中心に発足したイ
ンパクト志向金融宣言に参画し、意見
交換を通じた市場拡大・形成に貢献。

• 環境省の「日本のクライメイトテック
エコシステム構築に向けた検討会」の
検討委員に就任し、政策提言に寄与。
補助金事業の審査員としても関与。

• インパクト創出のため投資家・金融機
関、企業、自治体等の幅広い関係者の
対話の場であるインパクトコンソーシ
アムに法人会員として参加。

インパクト志向の投融資の
市場拡大に向けた貢献
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インパクト評価の新たな試み インパクト×AI
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